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黒羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）
第 35 回 問黒羽芭蕉の里全国俳句大会事務局（文化振興課内）

本４階　 ０２８７‒２３‒３１２９
　6 月 23 日、ホテル花月で、第 35 回黒羽芭蕉の里全
国俳句大会が開催されました。
　事前に募集した自由題の部には、全国各地の 587 名
から 2,284 句の応募があり、大会当日の席題の部には、

「蟻」「蛍」「青梅」という席題のもと、182 名が投句し
ました。

　選者には、星野 高士 氏をはじめ 5 名の先生方をお招
きして選句をしていただきました。
　また、俳句結社「対岸」主宰の今瀬 剛一 氏による講演
会「芭蕉と現代俳句」が開催されました。
　今回入賞した作品と作者は次のとおりです。（推薦・
特選のみ、敬称略）

　市では、地球温暖化防止対策に率先して取り組んでいます。本計画（第 5 期計画）では、基準年度を平成 25 年
度として、令和 7 年度までに二酸化炭素排出量を 15％削減することを目標としています。令和 5 年度の取り組
み結果は次のとおりです。今後も目標達成に向けて積極的な取り組みを実施していきます。

項目 基準年度値（a）
目標 結果

R7 目標値 増減率 R5実績値（b） 比較（b/a-1）
二酸化炭素排出量 10,157t 8,633 t -15 % 7,481t -26.3 %

電力使用量 13,571,000kWh 12,756,740 kWh -6 % 12,514,675kWh -7.8 %
庁舎燃料使用量（原油換算値） 801,000 L 736,920 L -8 % 706,133L -11.8 %
車両燃料使用量（原油換算値） 406,000 L 369,460 L -9 % 345,374L -14.9 %

用紙使用量 15,208,000 枚 11,406,000 枚 -25 % 11,423,302枚 -24.9 %
水道使用量（※1） 162,000 ㎥ 162,000 ㎥ 基準年度値以下 106,634㎥ -34.2 %

廃棄物量 183,000kg 172,569 kg -5.7 % 152,200kg -16.8 %
リサイクル率（※2） 18.5 % 34.2%
グリーン購入率（※3） 100 % 95% 　

（※1）水道使用量の基準年度値は指定管理等施設の使用量を含まないため、R5実績値は指定管理等施設の使用量を除いた数値です。
（※2）リサイクル率 ＝ 資源ごみの量 ÷ ごみ全体量
（※3）「大田原市役所グリーン購入基本方針」で定める物品（環境への負荷ができるだけ少ないもの）などの購入割合で、グリーン購入

率 ＝ 環境配慮物品調達額 ÷ 年間総調達額です。

大田原市役所地球温暖化防止実行計画（事務事業編）取組結果
令和5年度 問生活環境課　本２階
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